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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第51期

第２四半期連結
累計期間

第52期
第２四半期連結
累計期間

第51期
第２四半期連結
会計期間

第52期
第２四半期連結
会計期間

第51期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
９月30日

自平成21年
４月１日
至平成21年
９月30日

自平成20年
７月１日
至平成20年
９月30日

自平成21年
７月１日
至平成21年
９月30日

自平成20年
４月１日
至平成21年
３月31日

売上高（千円） 49,432,34445,693,35725,418,06122,951,04586,045,065

経常利益（千円） 4,129,6255,030,4442,031,2542,216,7276,055,103

四半期（当期）純利益（千円） 2,687,3863,100,4741,377,3971,197,7893,502,721

純資産額（千円） － － 49,238,14644,638,30341,055,565

総資産額（千円） － － 85,606,17979,557,77273,840,097

１株当たり純資産額（円） － － 1,677.241,590.111,462.48

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
91.54 110.45 46.92 42.67 121.10

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

自己資本比率（％） － － 57.5 56.1 55.6

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
6,685,1074,865,635 － － 10,046,301

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△3,735,786△2,330,803 － － △6,472,141

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△213,474△1,645,593 － － △1,173,835

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 5,889,8636,439,0525,537,166

従業員数（人） － － 2,428 2,461 2,368

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

３【関係会社の状況】

（１）当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　なお、平成21年10月５日開催の取締役会において、欧州グループでのスペイン市場拡大を目的として、マーケティ

ング及び受注活動のため、以下の子会社を設立することを決議しております。

名称 住所
資本金

（千ユーロ）
主要な事業の内容

議決権の所有
割合又は被所
有割合
(％)

関係内容 設立日　

Fuji Seal Iberia S.Lスペイン／

バルセロナ
10 包装資材の販売 100.0

役員の兼任
１名

平成22年
１月１日　

　

（２）当第２四半期連結会計期間において、連結子会社であるFuji Seal Packaging de Mexico,S.A.de C.V.は、平成

21年９月15日に増資を実施し、平成21年８月12日提出の四半期報告書から資本金の記載内容が変更になっておりま

す。　

名称 住所
資本金
（千ペソ）

主要な事業の内容

議決権の所有割
合又は被所有割

合
(％)

関係内容

Fuji Seal Packaging

de Mexico,S.A. de C.V.

メキシコ／

グアナフアト州 
201,333包装資材の製造・販売

99.9

(間接所有100.0)

役員の兼任
２名

　

４【従業員の状況】

(１）連結会社の状況

 平成21年９月30日現在

従業員数（人） 2,461(429)

　（注）従業員数は就業人員（当社グループからグループ外への出向者を除き、グループ外から当社グループへの出向者

を含んでおります。）であり、臨時雇用者数（嘱託社員及びパート社員）は（　）内に当第２四半期連結会計期間

末人員を外数で記載しております。

(２）提出会社の状況

 平成21年９月30日現在

従業員数（人） 8 (－)

　（注）従業員数は就業人員（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含んでおります。）であり、臨

時雇用者数（嘱託社員及びパート社員）は、（　）内に当第２四半期会計期間末人員を外数で記載しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

（１）生産実績及び受注状況

当社グループの生産・販売品目は多種多様であり、同種の製品であっても、その容量等が一様ではなく、また、単一

事業であるため、事業の種類別セグメントごとに生産実績及び受注状況を金額あるいは数量で示すことはしており

ません。

（２）販売実績

 当第２四半期連結会計期間における品目別の販売実績は、次のとおりであります。

品目別の区分
当第２四半期連結会計期間
（自平成21年７月１日
至平成21年９月30日）

前年同四半期比

 （千円） （％）

 シュリンクラベル 14,974,279 90.7

タックラベル 2,406,148 98.6

 その他ラベル 592,898 64.8

 ソフトパウチ 913,723 80.0

 機械 2,036,877 83.6

 その他 2,027,119 103.0

合　計 22,951,045 90.3

　（注）本表の金額には、消費税等は含まれておりません。

２【事業等のリスク】

　当第２四半期連結会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

３【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。

(１）業績の状況

  当第２四半期の当社グループを取り巻く環境は、世界的な景気後退による消費の低迷や不安定な為替変動の影響

を受け厳しいものとなっています。また、昨年後半以降落ち着きを取り戻していた原油価格も不安定な動きを示し今

後材料費の上昇も懸念される状況です。

　このような市場環境の中で当社グループは、お客様の商品価値の向上を目指し、お客様のニーズに沿った新しい機

能を付加したラベルによる商品の訴求効果の向上や環境対応も含めたお客様のトータルコストダウンという価値を

提供してまいりました。

この結果、当第２四半期連結会計期間における業績は、売上高229億51百万円（前年同期比9.7％減）、営業利益23

億74百万円（前年同期比9.9％増）、経常利益22億16百万円（前年同期比9.1％増）、四半期純利益11億97百万円（前

年同期比13.0％減）となりました。

　所在地別セグメントの業績は以下のとおりであります。

（日本）

シュリンクラベルは日用品や食品市場など非飲料への販売が拡大してまいりましたが、飲料業界での販売不振を

カバーするまでには至らず売上高は前年同期比5.5％減となりました。タックラベルは電池関係及びキャンペーン向

けが減少したことなどにより前年同期比1.4％減、ソフトパウチは飲料向けの減少により前年同期比20.1％減となり

ました。また、機械は前年同期比14.2％減となりました。

損益面では、工場統廃合の効果がコスト削減に繋がってきたこと、また経費削減プロジェクトの強化による成果、

歩留り改善による効果などにより増益となりました。

その結果、日本の売上高は164億55百万円（前年同期比5.7％減）、営業利益は16億81百万円（前年同期比12.2％

増）となりました。

　

（北中米）

シュリンクラベルは食品、乳製品向けなどで増加したことにより売上高は前年同期比2.8％増（現地通貨ベー

ス）となりました。その他ラベルは飲料巻き付けラベルの減少により前年同期比21.8％減（現地通貨ベース）とな

りました。機械は大手ブランドオーナー向け販売が好調で前年同期比33.8％増（現地通貨ベース）となりました。

損益面では、シュリンクラベルの生産性向上、また機械売上の増加により増益となりました。

その結果、北中米の売上高は35億21百万円（前年同期比15.3％減、現地通貨ベース1.2％増）、営業利益は２億74百万

円（前年同期比2.2％増、現地通貨ベース23.7％増）となりました。

　

（欧州）

シュリンクラベルは、主に東欧圏での経済危機の影響により販売が減少して売上高は前年同期比3.8％減（現地

通貨ベース）となりました。機械は前年同期比11.8％減（現地通貨ベース）となりました。

損益面では、引き続きコストダウンの推進を行ってきたこと、またズロチ安によるポーランド工場の原価ダウン

などが寄与し増益となりました。

その結果、欧州の売上高は33億61百万円（前年同期比24.7％減、現地通貨ベース5.3％減）、営業利益は３億94百

万円（前年同期比13.9％増、現地通貨ベース42.1％増）となりました。
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(２）財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末における総資産は795億57百万円となり、前連結会計年度末比57億17百万円の増加

となりました。これは、受取手形及び売掛金が季節的な要因による売上高の増加で32億67百万円増加したほか、現金

及び預金の増加11億47百万円及び有形固定資産が８億円増加したこと等によるものであります。

負債合計は349億19百万円となり、前連結会計年度末比21億34百万円の増加となりました。これは、支払手形及び

買掛金の増加14億77百万円、未払法人税等の増加５億52百万円などにより流動負債が19億27百万円増加したことに

よるものであります。

純資産額合計は446億38百万円となり、前連結会計年度末比35億82百万円の増加となりました。これは、利益剰余

金が26億79百万円増加したことが主な要因であります。

(３）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間の営業活動によるキャッシュ・フローは、29億42百万円の収入（前年同期は43億71

百万円の収入）となりました。これは税金等調整前四半期純利益17億74百万円を計上し、減価償却費11億33百万

円、賞与引当金の減少額３億96百円及び法人税等の支払額（又は還付額）４億18百万円の支出等によるものであ

ります。

投資活動によるキャッシュ・フローは、12億78百万円の支出（前年同期は18億22百万円の支出）となりまし

た。これは日本及び北中米における設備投資に伴う有形固定資産の取得等によるものであります。

財務活動によるキャッシュ・フローは、13億41百万円の支出（前年同期は13億37百万円の支出）となりまし

た。これは短期借入金の純増減額による支出11億７百万円、長期借入金の返済による支出２億21百万円等によるも

のであります。　

これらの結果、当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ９億１

百万円増加し、64億39百万円となりました。　

(４）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　なお、当社は財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針を定めており、その内容等（会社

法施行規則第118条第３号に掲げる事項）は次のとおりであります。

①　基本方針の内容

　当社は、金融商品取引所に上場する株式会社として、当社株式の売買は市場に委ねるものであり、当社取締役会

は、大規模な買付行為を受け入れるか否かの判断は、最終的には、株主の皆様によってなされるべきものであると

考えております。

　大規模な買付行為に際して、株主の皆様がこれを受け入れるか否かの判断を適切に行うためには、大規模買付者

から一方的に提供される情報のみならず、現に当社の経営を担っている当社取締役会から提供される情報及び当

該大規模な買付行為に対する当社取締役会の評価・意見等も含めた十分な情報が提供されることが必要であり、

また、株主の皆様には、これらの情報及び意見を基に、適切な判断をしていただくための十分な検討期間が確保さ

れることも重要であると考えております。

　しかしながら、当社株式の大規模な買付行為や買付提案の中には、株主の皆様に株式の売却を事実上強要するお

それがあるもの、株主の皆様が買付の条件等について検討したり、当社の取締役会が代替案を提案するための充

分な時間や情報を提供しないもの等、株主共同の利益を毀損するものもあり得ます。

　このような大規模な買付行為や買付提案を行う者は、当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者として不

適切であると判断します。

　②　不適切な支配の防止のための取組み

　当社取締役会は、基本方針に照らして不適切な者によって当社の財務及び事業の方針が決定されることを防止

する取り組みの一つとして、当社株式の大規模な買付行為が行なわれる場合に、買付に応じるべきか否かを株主

の皆様に適切に判断していただけるように、当社取締役会が大規模な買付行為を行う者から必要な情報を入手す

るとともに、その大規模な買付行為や買付提案を評価・検討する期間を確保し、株主の皆様への代替案を含めた

判断のために必要な情報を提供することを目的として、平成19年５月９日開催の取締役会において「当社株式の

大規模買付行為への対応策（買収防衛策）」（以下「本プラン」という。）の導入を決議いたしました。
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　なお、同取締役会決議は平成19年６月22日開催の第49期定時株主総会において承認されることを条件としてお

り、同定時株主総会において承認を受けましたので、本プランは発効いたしました。

　本プランの詳細につきましてはインターネット上の当社ウェブサイト

（アドレス　http://www.fujiseal.co.jp/ir/pdf/20070509b.pdf）に掲載しております。

　③　不適切な支配の防止のための取組みについての取締役会の判断

　本プランは平成17年５月27日に経済産業省及び法務省から公表された「企業価値・株主共同の利益の保護又は

向上のための買収防衛策に関する指針」、平成17年４月21日に株式会社東京証券取引所から公表された「敵対的

買収防衛策の導入に際しての投資者保護上の留意事項について」及び機関投資家の皆様から公表された敵対的

買収防衛策に対する議決権行使の方針等の内容を十分に考慮した上で策定され、合理性を有しております。

　

(５）研究開発活動

当第２四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、443,107千円であります。

なお、当第２四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(１）主要な設備の状況

当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

（２）設備の新設、除却等の計画　

　当第２四半期会計期間において、前四半期連結会計期間末において計画中であった重要な設備の新設、除却等につ

いて、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありませ

ん。　
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

(１)【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 100,000,000

計 100,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成21年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成21年11月10日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 30,080,978 30,080,978
 東京証券取引所

 市場第一部

権利内容に何ら限

定のない当社にお

ける標準となる株

式であり、単元株

式数100株であり

ます。

計 30,080,978 30,080,978 － －

(２)【新株予約権等の状況】

　　該当事項はありません。

(３)【ライツプランの内容】

該当事項はありません。 

(４)【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
　（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成21年７月１日

～平成21年９月30日
－ 30,080,978 － 5,990,186 － 6,827,233
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(５)【大株主の状況】

 平成21年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総
数に対する所
有株式数の割
合（％）

岡﨑　成子 大阪府吹田市 3,646 12.1
日本マスタートラスト信託銀行
株式会社（信託口）

東京都港区浜松町２－11－３ 1,916 6.4

ステートストリートバンクアン
ドトラストカンパニー
(常任代理人　香港上海銀行東京
支店)

 －
（東京都中央区日本橋３－11－１）

1,709 5.7

日本トラスティ・サービス信託
銀行株式会社（信託口）

東京都中央区晴海１－８－11 1,634 5.4

藤尾　弘子 大阪府豊中市 1,502 5.0
藤尾　正明 大阪府豊中市 1,502 5.0
財団法人フジシールパッケージ
ング教育振興財団

大阪市淀川区宮原４－１－６ 1,500 5.0

全国共済農業協同組合連合会
(常任代理人　日本マスタートラ
スト信託銀行株式会社)

 －
（東京都港区浜松町２－11－３）

1,412 4.7

野村信託銀行株式会社(信託口) 東京都千代田区大手町２－２－２ 1,275 4.2
ノーザントラストカンパニーエ
イブイエフシーリユーエスタッ
クスエグゼンプテドペンション
ファンズ
(常任代理人　香港上海銀行東京
支店)

 －
（東京都中央区日本橋３-11-１）

506 1.7

計 － 16,605 55.2

（注）１．上記の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は次のとおりであります。

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社　　　　　　1,561千株

日本マスタートラスト信託銀行株式会社　　　　　　　　1,908千株

なお、それらの内訳は、投資信託設定分1,116千株、年金信託設定分1,854千株、その他信託分498千株となって

おります。

２．上記のほか、自己株式を2,008千株（6.7％）保有しております。
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(６)【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成21年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　 2,008,500 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　27,980,100 279,801  －

単元未満株式 普通株式　　  92,378 －
一単元（100株）未満

の株式

発行済株式総数
普通株式  30,080,978　

　
－ －

総株主の議決権 － 279,801 －

（注）「完全議決権株式（その他）」及び「単元未満株式」の欄には、証券保管振替機構名義の株式がそれぞれ200株、80

株含まれております。また、「議決権の数」の欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数２個が含ま

れております。

　

②【自己株式等】

 平成21年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

株式会社フジシールイン

ターナショナル

大阪市淀川区宮原４

丁目１番６号
2,008,500 － 2,008,500 6.7

計 － 2,008,500 － 2,008,500 6.7

　

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別 平成21年４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高（円） 1,517 1,655 1,760 1,747 2,060 2,025

最低（円） 1,281 1,300 1,610 1,628 1,640 1,761

　（注）最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。
　
　

３【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動は、次のとおりであります。　

（１）取締役の状況　

　　該当事項はありません。
　
（２）執行役の状況　

　　役職の異動

新役名 新職名 旧役名 旧職名 氏名 異動年月日
執行役 財務担当　　　　　　　　 執行役 財務・法務担当 岡崎　裕夫 平成21年11月１日

執行役
日本担当・タックラベル部
門担当

執行役 日本担当 古澤　力男 平成21年11月１日

執行役 法務・知財担当 執行役
タックラベル部
門担当

吉田　靖　 平成21年11月１日
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成20年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間

（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第２四半期連結

会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から

平成21年９月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平

成20年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表については監査法人トーマツによる四半期レビューを受け、また、当第２四半期連結会計期間（平成

21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30

日まで）に係る四半期連結財務諸表については有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

　なお、監査法人トーマツは、監査法人の種類の変更により、平成21年７月１日をもって有限責任監査法人トーマツと

なっております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 7,115,743 5,968,105

受取手形及び売掛金 24,345,687 21,078,467

商品及び製品 2,902,529 3,227,412

仕掛品 2,154,690 1,634,966

原材料及び貯蔵品 1,909,979 2,007,249

繰延税金資産 521,372 452,874

前払費用 315,158 214,782

その他 1,150,469 1,189,832

貸倒引当金 △82,458 △92,779

流動資産合計 40,333,172 35,680,910

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※1
 8,800,867

※1
 8,694,348

機械装置及び運搬具（純額） ※1
 17,682,757

※1
 16,478,755

土地 4,587,853 4,545,315

リース資産（純額） ※1
 126,224

※1
 99,610

建設仮勘定 2,715,698 3,289,992

その他（純額） ※1
 457,346

※1
 462,105

有形固定資産合計 34,370,746 33,570,128

無形固定資産

のれん 162,800 231,774

リース資産 725 847

その他 760,546 836,647

無形固定資産合計 924,071 1,069,269

投資その他の資産

投資有価証券 2,746,862 2,495,769

繰延税金資産 555,739 422,924

その他 764,916 716,991

貸倒引当金 △137,736 △115,896

投資その他の資産合計 3,929,782 3,519,789

固定資産合計 39,224,600 38,159,187

資産合計 79,557,772 73,840,097
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 16,691,953 15,214,369

短期借入金 7,393,908 7,765,596

1年内返済予定の長期借入金 722,661 736,291

リース債務 43,809 34,478

未払金 1,911,170 1,873,406

未払法人税等 1,627,466 1,074,867

繰延税金負債 444 969

賞与引当金 777,839 816,593

その他 2,625,440 2,350,890

流動負債合計 31,794,693 29,867,462

固定負債

長期借入金 1,278,689 1,567,821

リース債務 89,963 71,518

繰延税金負債 187,874 98,015

退職給付引当金 1,512,878 1,154,344

その他 55,370 25,370

固定負債合計 3,124,776 2,917,069

負債合計 34,919,469 32,784,532

純資産の部

株主資本

資本金 5,990,186 5,990,186

資本剰余金 6,233,090 6,233,090

利益剰余金 40,740,284 38,060,898

自己株式 △3,982,473 △3,982,294

株主資本合計 48,981,088 46,301,880

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 113,175 675

年金債務調整額 ※2
 △900,949

※2
 △841,628

為替換算調整勘定 △3,555,011 △4,405,361

評価・換算差額等合計 △4,342,785 △5,246,314

純資産合計 44,638,303 41,055,565

負債純資産合計 79,557,772 73,840,097
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

売上高 49,432,344 45,693,357

売上原価 39,415,183 35,067,694

売上総利益 10,017,160 10,625,663

販売費及び一般管理費 ※1
 5,883,036

※1
 5,585,131

営業利益 4,134,124 5,040,532

営業外収益

受取利息 1,774 1,759

受取配当金 16,804 15,440

為替差益 20,991 －

持分法による投資利益 － 106,516

廃棄物リサイクル収入 68,099 －

その他 43,899 84,479

営業外収益合計 151,569 208,195

営業外費用

支払利息 135,535 97,523

為替差損 － 108,873

持分法による投資損失 9,687 －

その他 10,845 11,886

営業外費用合計 156,069 218,283

経常利益 4,129,625 5,030,444

特別利益

固定資産売却益 11,764 10,600

貸倒引当金戻入額 577 －

移転補償金 9,343 －

その他 1 4,481

特別利益合計 21,685 15,082

特別損失

固定資産除売却損 36,883 58,637

減損損失 10,774 66,616

退職給付費用 － 353,500

その他 3,472 18,600

特別損失合計 51,130 497,353

税金等調整前四半期純利益 4,100,179 4,548,174

法人税、住民税及び事業税 1,560,551 1,627,512

法人税等調整額 △147,758 △179,813

法人税等合計 1,412,793 1,447,699

四半期純利益 2,687,386 3,100,474
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
　至　平成21年９月30日)

売上高 25,418,061 22,951,045

売上原価 20,193,608 17,730,381

売上総利益 5,224,453 5,220,664

販売費及び一般管理費 ※1
 3,063,589

※1
 2,845,759

営業利益 2,160,863 2,374,904

営業外収益

受取利息 1,145 1,177

受取配当金 4,436 2,915

持分法による投資利益 － 35,335

廃棄物リサイクル収入 40,180 －

その他 24,678 29,774

営業外収益合計 70,440 69,202

営業外費用

支払利息 47,973 45,315

為替差損 143,737 176,138

持分法による投資損失 645 －

その他 7,693 5,926

営業外費用合計 200,049 227,380

経常利益 2,031,254 2,216,727

特別利益

固定資産売却益 11,764 1,203

受取保険金 － 2,426

その他 1 127

特別利益合計 11,765 3,757

特別損失

固定資産除売却損 30,787 7,180

減損損失 10,774 66,616

退職給付費用 － 353,500

その他 3,472 18,600

特別損失合計 45,034 445,896

税金等調整前四半期純利益 1,997,985 1,774,588

法人税、住民税及び事業税 586,771 650,012

法人税等調整額 33,816 △73,213

法人税等合計 620,587 576,799

四半期純利益 1,377,397 1,197,789
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 4,100,179 4,548,174

減価償却費 2,451,351 2,172,673

減損損失 10,774 66,616

のれん償却額 68,974 68,974

貸倒引当金の増減額（△は減少） △4,424 5,844

賞与引当金の増減額（△は減少） 96,151 △46,205

退職給付引当金の増減額（△は減少） △53,992 298,572

持分法による投資損益（△は益） 9,687 △106,516

固定資産除売却損益（△は益） 25,119 48,036

受取利息及び受取配当金 △18,578 △17,199

支払利息 135,535 97,523

為替差損益（△は益） 26,686 65,996

売上債権の増減額（△は増加） △2,632,502 △2,944,642

たな卸資産の増減額（△は増加） 17,690 70,053

仕入債務の増減額（△は減少） 3,100,580 1,321,519

未払金の増減額（△は減少） △475,900 236,826

その他 172,062 113,659

小計 7,029,396 5,999,906

利息及び配当金の受取額 17,791 17,682

利息の支払額 △151,220 △114,435

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △210,859 △1,037,518

営業活動によるキャッシュ・フロー 6,685,107 4,865,635

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △3,754,190 △2,264,114

有形固定資産の売却による収入 12,608 33,658

無形固定資産の取得による支出 △55,350 △51,346

投資有価証券の取得による支出 △10,188 △10,352

その他 71,334 △38,649

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,735,786 △2,330,803

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 73,725 △784,747

長期借入れによる収入 638,520 －

長期借入金の返済による支出 △472,655 △417,863

自己株式の取得による支出 △608 △178

配当金の支払額 △440,353 △421,088

その他 △12,102 △21,716

財務活動によるキャッシュ・フロー △213,474 △1,645,593

現金及び現金同等物に係る換算差額 74,605 12,648

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,810,452 901,885

現金及び現金同等物の期首残高 3,079,410 5,537,166

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 5,889,863

※1
 6,439,052
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

連結の範囲に関する事項の変更　　　　　　 （1）連結の範囲の変更　　　　　　

　第１四半期連結会計期間より、株式会社フジパートナーズは、平成21年４

月１日を合併期日として、株式会社フジシールに吸収合併されたため、連結

の範囲から除外しております。

（2）変更後の連結子会社の数　　　17社

【表示方法の変更】

当第２四半期連結累計期間

（自　平成21年４月１日　

　　至　平成21年９月30日）　

（四半期連結損益計算書）　

前第２四半期連結累計期間において区分掲記しておりました「廃棄物リサイクル収入」は、営業外収益の総額の100

分の20以下となったため、営業外収益の「その他」に含めて表示することとしました。なお、当第２四半期連結累計期

間の「その他」に含まれている「廃棄物リサイクル収入」は16,195千円であります。

当第２四半期連結会計期間

（自　平成21年７月１日　

　　至　平成21年９月30日）　

（四半期連結貸借対照表）　

　前第２四半期連結会計期間において、流動資産の「その他」に含めて表示しておりました「前払費用」及び「繰延税

金資産」、有形固定資産の「その他（純額）」に含めて表示しておりました「リース資産（純額）」、無形固定資産の

「その他」に含めて表示しておりました「リース資産」、投資その他の資産の「その他」に含めて表示しておりまし

た「繰延税金資産」、流動負債の「その他」に含めて表示しておりました「リース債務」及び「繰延税金負債」、固定

負債の「その他」に含めて表示しておりました「リース債務」及び「繰延税金負債」は、ＸＢＲＬ導入に伴い四半期

連結財務諸表及び連結財務諸表の比較可能性を向上させるため、第２四半期連結会計期間では区分掲記することとい

たしました。なお、前第２四半期連結会計期間におけるそれぞれの金額は下記のとおりであります。

    流動資産　　　　　－　前払費用　　　　　　361,359千円　　  流動負債　－　リース債務　 　 36,051千円

　　流動資産　　　　  －　繰延税金資産　　　　483,070千円　　　流動負債　－　繰延税金負債  　   424千円

　　有形固定資産　　　－　リース資産（純額）　 89,348千円　  　固定負債　－　リース債務　　  59,125千円

　　無形固定資産　　　－　リース資産　　　　　　　976千円　　　固定負債  －　繰延税金負債 　179,896千円

　　投資その他の資産　－　繰延税金資産　　　　464,143千円

（四半期連結損益計算書）　

前第２四半期連結会計期間において区分掲記しておりました「廃棄物リサイクル収入」は、営業外収益の総額の100

分の20以下となったため、営業外収益の「その他」に含めて表示することとしました。なお、当第２四半期連結会計期

間の「その他」に含まれている「廃棄物リサイクル収入」は8,090千円であります。

【簡便な会計処理】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

１．一般債権の貸倒見積高の算定方法 　当第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定

したものと著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度決算にお

いて算定した貸倒実績率等を使用しております。

２．法人税等並びに繰延税金資産及び繰

延税金負債の算定方法

　法人税等の納付税額の算定に関しては、一部の海外連結子会社について加

味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方法によってお

ります。繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以

降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認めら

れるので、前連結会計年度において使用した将来の業績予測などを利用す

る方法によっております。

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

該当事項はありません。

【追加情報】
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当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

（退職給付引当金）

　当社及び一部の国内連結子会社の退職金制度のうち、平成22年３月31日付で適格退職年金制度を廃止し、平成22年４

月１日に確定拠出年金制度及び一時金制度へ移行することに伴い、「退職給付制度間の移行等に関する会計処理」

（企業会計基準適用指針第１号）及び「退職給付制度間の移行等の会計処理に関する実務上の取扱い」（実務対応報

告第２号）に従って、終了損失見込額を退職給付費用として特別損失に計上しております。

　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末
（平成21年９月30日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、32,806,794千円

であります。

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、30,518,042千円

であります。

※２　年金債務調整額は、米国会計基準を適用している在

外子会社において、年金債務を追加計上したことに

伴う純資産の調整額であります。

※２　　　　　　　　　同　左

（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は、次のとおりであります。

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は、次のとおりであります。

給与手当 1,861,421千円

賞与引当金繰入額 306,685 

退職給付費用 37,333 

貸倒引当金繰入額 46,022 

給与手当 1,852,446千円

賞与引当金繰入額 312,934 

退職給付費用 37,883 

貸倒引当金繰入額 47,990 

　　
前第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は、次のとおりであります。

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は、次のとおりであります。

給与手当 943,769千円

賞与引当金繰入額 155,179 

退職給付費用 19,402 

貸倒引当金繰入額 37,252 

給与手当 949,507千円

賞与引当金繰入額 150,540 

退職給付費用 18,231 

貸倒引当金繰入額 20,103 

　
（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年９月30日現在） （平成21年９月30日現在）

現金及び預金勘定 6,075,143千円

当座借越（負の現金同等物） △185,280 

現金及び現金同等物 5,889,863 

　

現金及び預金勘定 7,115,743千円

当座借越（負の現金同等物） △676,691 

現金及び現金同等物 6,439,052 

　

　

（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成21年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年

９月30日）

　１．発行済株式の種類及び総数

普通株式 30,080千株

　２．自己株式の種類及び株式数

普通株式 2,008千株

　３．新株予約権等に関する事項

　　該当事項はありません。
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　４．配当に関する事項

 （1）配当金支払額

　
　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成21年５月21日

取締役会
普通株式 421,088 15 平成21年３月31日 平成21年６月４日 利益剰余金

 

 （2）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

末後となるもの

　
　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成21年11月４日

取締役会
普通株式 421,086 15 平成21年９月30日 平成21年12月１日利益剰余金

　　５．株主資本の金額の著しい変動

　　該当事項はありません。

　

（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

　前第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日　至平成20年９月30日）及び当第２四半期連結会計期間（自

平成21年７月１日　至平成21年９月30日）並びに前第２四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年

９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年９月30日）　

　当社グループは、シュリンクラベル・タックラベル及びソフトパウチの製造販売、包装機械の製造販売等を事業

内容としておりますが、これらの製品は一連のものであり、システム販売をしております。また、採算性について

もシステムとして管理しており、単一の事業と考えているため、事業の種類別セグメント情報は記載しておりま

せん。　

【所在地別セグメント情報】

 
前第２四半期連結会計期間（自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日）

日本(千円) 北米(千円) 欧州(千円) 計(千円)
消去又は全
社(千円)

連結(千円)

売上高       

(1）外部顧客に対する売上高 16,996,4674,151,4574,270,13625,418,061 － 25,418,061

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
446,497 7,775 195,080649,353(649,353) －

計 17,442,9654,159,2334,465,21726,067,415(649,353)25,418,061

営業利益 1,498,067268,899346,4612,113,42847,4352,160,863

 
当第２四半期連結会計期間（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）

日本(千円)北中米(千円)欧州(千円) 計(千円)
消去又は全
社(千円)

連結(千円)

売上高       

(1）外部顧客に対する売上高 16,264,2163,518,8823,167,94622,951,045 － 22,951,045

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
191,016 2,910 193,180387,107(387,107) －

計 16,455,2323,521,7933,361,12723,338,153(387,107)22,951,045

営業利益 1,681,488274,684394,7802,350,95223,9522,374,904

　

 
前第２四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日）

日本(千円) 北米(千円) 欧州(千円) 計(千円)
消去又は全
社(千円)

連結(千円)

売上高       

(1）外部顧客に対する売上高 34,136,4237,654,3847,641,53649,432,344 － 49,432,344

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
905,24014,687598,6951,518,622(1,518,622)－

計 35,041,6647,669,0718,240,23150,950,967(1,518,622)49,432,344

営業利益 3,080,035537,570513,6844,131,2902,8334,134,124
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当第２四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日）

日本(千円)北中米(千円)欧州(千円) 計(千円)
消去又は全
社(千円)

連結(千円)

売上高       

(1）外部顧客に対する売上高 33,177,6446,855,4125,660,29945,693,357 － 45,693,357

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
730,645 6,969 716,6121,454,227(1,454,227)－

計 33,908,2906,862,3826,376,91247,147,585(1,454,227)45,693,357

営業利益 3,850,733570,344619,8845,040,962(430)5,040,532
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（注）１．国又は地域の区分は地理的近接度を考慮して決定しております。

２．各区分に属する国は次のとおりであります。

北中米（北米）：アメリカ、メキシコ

欧州：イギリス、オランダ、フランス、ポーランド

３．会計処理の方法の変更

前第２四半期連結累計期間　

　①  重要な資産の評価基準及び評価方法の変更

　　（たな卸資産）

　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」１.(1)に記載のとおり、通常の販売目

的で保有するたな卸資産については、従来、主として移動平均法による原価法によっておりましたが、第１四

半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月５日）が

適用されたことに伴い、主として移動平均法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づ

く簿価切下げの方法）により算定しております。これにより、当第２四半期連結累計期間の営業利益は、「日

本」で4,880千円減少しております。

②　連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い

　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」１.(2)に記載のとおり、第１四半期連

結会計期間より、「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報

告第18号　平成18年５月17日）を適用し、連結決算上必要な修正を行っております。これにより、当第２四半期

連結累計期間の営業利益は、「北米」1,189千円、「欧州」10,283千円それぞれ増加しております。

③　リース取引に関する会計基準の適用

　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」１.(3)に記載のとおり、所有権移転外

ファイナンス・リース取引については、従来、賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっておりました

が、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号（平成５年６月17日（企業会計審議会第一部

会）、平成19年３月30日改正))及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第

16号（平成６年１月18日（日本公認会計士協会　会計制度委員会）、平成19年３月30日改正))が平成20年４月

１日以後開始する連結会計年度に係る四半期連結財務諸表から適用することができることになったことに伴

い、第１四半期連結会計期間からこれらの会計基準等を適用し、通常の売買取引に係る会計処理によっており

ます。

　また、所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産の減価償却の方法については、リース期間

を耐用年数とし、残存価額をゼロとする定額法を採用しております。

　なお、リース取引開始日が適用初年度前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸

借取引に係る方法に準じた会計処理を引続き採用しております。

　これによる損益に与える影響はありません。

当第２四半期連結累計期間

　該当事項はありません。　

４．追加情報

前第２四半期連結累計期間　

　「追加情報」に記載のとおり、当社及び国内連結子会社は、平成20年度の法人税法改正を契機に有形固定資

産の耐用年数を見直し、第１四半期連結会計期間より、機械装置の耐用年数を主として11年から10年に変更し

ております。これにより、従来と同様の方法によった場合と比較して、当第２四半期連結累計期間の営業利益

は、「日本」で78,378千円減少しております。

当第２四半期連結累計期間　

該当事項はありません。
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【海外売上高】

 
前第２四半期連結会計期間（自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日）
北米 欧州 その他 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 3,990,750 4,327,421 278,111 8,596,282

Ⅱ　連結売上高（千円）    25,418,061

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上

高の割合（％）
15.7 17.0 1.1 33.8

 
当第２四半期連結会計期間（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）
北中米 欧州 その他 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 3,517,655 3,144,364 224,449 6,886,469

Ⅱ　連結売上高（千円）    22,951,045

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上

高の割合（％）
15.3 13.7 1.0 30.0

 
前第２四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日）
北米 欧州 その他 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 7,684,741 7,473,401 523,730 15,681,873

Ⅱ　連結売上高（千円）    49,432,344

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上

高の割合（％）
15.5 15.1 1.1 31.7

 
当第２四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日）
北中米 欧州 その他 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 6,859,675 5,593,628 447,202 12,900,506

Ⅱ　連結売上高（千円）    45,693,357

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上

高の割合（％）
15.0 12.2 1.0 28.2

（注）１．国又は地域の区分は地理的近接度を考慮して決定しております。

２．各区分に属する主な国又は地域は次のとおりであります。

北中米（北米）：アメリカ、カナダ、メキシコ

欧州：欧州全域

その他：東南アジア、インド、オーストラリア他

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

　

（有価証券関係）

　当第２四半期連結会計期間末（平成21年９月30日）

　その他有価証券で時価のあるものが、事業の運営において重要なものとなっておりますが、前連結会計年度

の末日に比べて著しい変動が認められるものはありません。

（デリバティブ取引関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成21年９月30日）

　　当社グループが行っておりますデリバティブ取引は、事業の運営において重要なものではなく、金額的重要性

も乏しいため、記載を省略しております。
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（ストック・オプション等関係）

当第２四半期連結会計期間（自平成21年７月１日　至平成21年９月30日）

該当事項はありません。

（企業結合等関係）

当第２四半期連結会計期間（自平成21年７月１日　至平成21年９月30日）

該当事項はありません。

　

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成21年９月30日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

１株当たり純資産額 1,590.11円 １株当たり純資産額 1,462.48円

２．１株当たり四半期純利益金額

前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 91.54円 １株当たり四半期純利益金額 110.45円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 　 　

四半期純利益（千円） 2,687,386 3,100,474

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 2,687,386 3,100,474

期中平均株式数（株） 29,356,823 28,072,536

前第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 46.92円 １株当たり四半期純利益金額 42.67円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 　 　

四半期純利益（千円） 1,377,397 1,197,789

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 1,377,397 1,197,789

期中平均株式数（株） 29,356,633 28,072,531

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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（リース取引関係）

当第２四半期連結会計期間（自平成21年７月１日　至平成21年９月30日）

　リース取引開始日がリース会計基準適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引について

は、引き続き通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を適用しておりますが、リース取引残高が前連結

会計年度末に比べて著しい変動が認められるものはありません。

２【その他】

　平成21年11月４日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

　（イ）中間配当による配当金の総額・・・・・・・421,086千円

　（ロ）１株当たりの金額・・・・・・・・・・・・15円00銭

　（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日・・・平成21年12月１日

（注）平成21年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録した株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成20年11月７日

株式会社フジシールインターナショナル

取 締 役 会　 御 中

監査法人トーマツ

 
指 定  社 員
業務執行社員

 公認会計士 松　尾　雅　芳　　  印

 
指 定  社 員
業務執行社員

 公認会計士 浅  賀　裕  幸　　  印

 
指 定  社 員
業務執行社員

 公認会計士 溝　口　聖　規　　  印

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社フジ

シールインターナショナルの平成２０年４月１日から平成２１年３月３１日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期

間（平成２０年７月１日から平成２０年９月３０日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成２０年４月１日から平成２

０年９月３０日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連

結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監

査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社フジシールインターナショナル及び連結子会社の平成２０年９

月３０日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに

第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点にお

いて認められなかった。

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年11月５日

株式会社フジシールインターナショナル

取 締 役 会　 御 中

有限責任監査法人トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 松　尾　雅　芳　　  印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 和　田　朝　喜　　  印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 溝　口　聖　規　　  印

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社フジ

シールインターナショナルの平成２１年４月１日から平成２２年３月３１日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期

間（平成２１年７月１日から平成２１年９月３０日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成２１年４月１日から平成２

１年９月３０日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連

結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監

査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社フジシールインターナショナル及び連結子会社の平成２１年９

月３０日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに

第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点にお

いて認められなかった。

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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